


















































































味の上ではっきりと区別されていたにもかかわらず、混在の時期を経て、二つの文字が、近世初期の早い段階で「畑」の字にもっぱら収束していった、というのが、日本史学における定説となっているように見受けられる。とすれば、現代のように ハタケといえば「畑」と書く習慣のはじまりは 近世初期の十七世紀半ばであった、 いうことになるのである。　
しかし、黒田氏がそもそも触れていた うに この二文字の関係と






























































































　「畠」にはハタケというフリガナが付けられ、 「畑」という文字にはハタというフリガナがつけられている。フリガナというよりは、むしろ、 ケという言葉は「畠」と書き、ハタという言葉は「畑」と書く、というように考えるほう よいのかもしれない。　「畠」 と書く文字からは、 芋、 茄子、 瓜といった作物が連想されており、その場所は 家の裏庭や、下屋敷のあった郊外が連想されている。一方、 「畑」という文字からは、 山賤、 岨伝ひ、 という山間、 山裾をイメージする言葉があげられ そこで収穫されるものは、麦や蕎 豆となっている。 「春霞に立まじはるは賤がやく畑のけぶりとかや」と う一文からは、焼畑が思い浮かぶであろう。　二つの文字は、読み方が異なるように、本来別々の言葉を示す文字


















































































































































































































































































































一方、 「畑」の方は、 『類船集』では、 山賤、 岨伝ひ、 鳩、 鹿、 獣、 伏猪、
庵の煙、 岩根、 麦、 蕎、 わらび、 豆といった言葉が連想されていた。鹿、猪は、 山間、 山裾にふさわしい動物としてあげられたのであろう。 蕎は、山間の、 地味の豊かでないところで作られる作物である。 「畑」 の字は、山間、あるいは 裾に位置する作物の生産場所を意味していたことが
うかがえる。本来は焼畑を指した文字であることも先に触れた。　
しかし、実際の俳諧を見てみると、麦、蕎、わらびといった、山間、







































































































































































































類には、その理由こそわからないが、 「検地帳」とはこう書くべきである、という一種の規範意識のようなものがあり、それが「畑」という文字に偏っていったことの背景にあったのではないだろうか。 一方、俳諧を書き留めた筆者や 版本 元になった清書本の筆者たち、これら不特定多数の筆者 ちに、 「畠」と「畑」をめぐって のような
規範意識があったとは思えない。むしろ、境目のはっきりしない、雑然とした二つの文字の書き方のありようにこそ、当時の人々の文字遣いが現れていると見るべきなのであろう　
ハタケといえば「畑」 、という現代人の文字遣い意識がいつごろか






























上質問・ご指摘をいただいた諸氏に御礼申し上げる。なお、同じ作物が「畠」と「畑」の両方にまたがって表記されるような一見混同と読み取れる現象の背景に、 「二毛作」という原因があったのではないか、というご指摘があった。考えさせられる指摘であるが、引用例の つ一つにそれを確認する手立てがなく、踏み込んで考え ことができていない。なお引用文は、版本や写本しかないものにつ てはそれにより、翻刻のあるものについては最もふさわしいものによった。図版は、国立国会図書館所蔵 ものによる（国立国会図書館デジタルコレクション） 。
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